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代々木病院の理念

ヒューマニズムにもと
づく医療・介護の実践

千駄の萱

３階：
「地域包括ケア病棟」

３階の地域包括ケア病棟は、急

性期病院へ入院して治療を行った

後、すぐに自宅や施設に戻ること

に不安がある地域の方々の入院を

受け入れ、在宅復帰に向けてリハ

ビリや在宅調整を行っていく病棟です。また、在宅で療養している

方が具合が悪くなった場合も入院を受け入れ、当院で出来る範囲の

治療も行っています。ご家族の介護疲れや、用事があるとき、介護

サービスが入れないときなどの短期間の入院をすることもできま

す。

60日間を入院期間の目安として、その間にリハビリスタッフによ

る個別のリハビリや看護師による病棟訓練などを行い、身体機能の

向上、維持を図っています。地域包括ケア病棟特有の集団リハビリ

は、他の患者さんとの交流も深めながら、楽しく和気あいあいとし

た雰囲気の中で、リハビリを進めています。

退院に向けては、地域のケアマネージャーさんや診療所・訪問看

護の方々と連携し、介護サービスの調整や患者さんへの指導、ご家

族への介護指導も行っています。また、リハビリスタッフを中心に

家屋調査を行い、退院後の生活を見据えた環境調整もしています。

施設入所を検討する際は、専門の相談員と相談ができます。

誰もが、住み慣れた地域でこれからも暮らしていけるよう、本人

や家族の希望に寄り添いながら、日々取り組んでいます。

（３階病棟師長 風間咲緒里）

４階：
「回復期リハビリテーション病棟」

４階の回復期リハビリテーショ

ン病棟は、脳梗塞や脳出血、骨折

などで治療を終えたり、肺炎など

で一定期間寝たきりだったりした

方などが、リハビリをするために

入院されています。

みなさん、「歩けるようになりたい」「自分でトイレへ行けるよう

になりたい」などの思いを胸に日々リハビリに取り組んでいらっし

ゃいます。私たちも患者さんの気持ちを大切にし、その希望を叶え

られるよう、医師、リハビリスタッフ、病棟看護師、介護士が協力

しあっています。「生活そのものがリハビリである」という考えの

もと、歯磨きや着替え、トイレ内のズボンの上げ下げなど日常生活

の一つひとつの動作を患者さん自身が行えるように援助していきま

す。また、病棟内でも看護師や介護士が歩行訓練をするなど患者さ

んの目標に向けて日々努力しています。

退院までの間にはご家族にも来て頂いて、退院先についての話し

合いをします。ご自宅だけでなく、有料老人ホームや老人保健施設

などの施設という選択もあります。ご自宅の場合には、ご自宅に伺

って手すりなどの配置位置の確認をしたり、ケアマネや訪問看護な

どと連携したりして準備をすすめます。もし、施設を選択した場合

には施設探しを専門家が行います。スタッフ一同、患者さんやご家

族の気持ちに寄り添えるよう努力をしています。

（４階病棟師長 紀平由美）

５階：
「障害者施設等病棟」

５階の障害者施設等病棟は、脳

梗塞や脳出血などの脳血管障害に

より何らかの障害が残った患者さ

んや、足・腰の骨折で手術を受け

た患者さんに対するリハビリを主

に行っています。また、パーキンソン病などの神経難病のある患者

さんのリハビリや内服支援も行っています。また、リハビリが必要

となった透析患者さんも多く受け入れている病棟です。

入院患者さんの多くは周囲の大学病院など大きな病院で急性期の

治療を受けた後、そこから紹介を受けて転院して来られます。病状

的には安定していますが、高齢で既往歴の多い患者さんが多く、リ

ハビリのスタッフや医師とカンファレンスをしながら患者さんにと

ってベストな援助ができるよう取り組んでいます。

５階病棟は治療や手術を主な目的とした病棟ではありませんが、

患者さんがより良い入院生活を送れるようスタッフみんなで協力し

ながら日々奮闘しています。

患者さんをまるごと捉え、退院後の患者さんをイメージしながら

院内院外の多職種の方と連携を取りながら、退院後も安心して地域

で生活が送れるように取り組んでいます。

これからも地域の中でなくてはならない存在となるよう頑張って

いきます。

（５階病棟師長 大和久健次）
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